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Ⅰ 研究目的

本県の義務教育では 「全ての児童生徒一人一人に基礎・基本の定着を実現していく」ことを目，

標としており，基礎・基本の定着については，論理的に物事を思考したり，表現したりすることな

ど，基礎的・基本的な知識・技能の習得に留まるものではないことを確認している。

この目標の実現のためには，基礎的・基本的な知識・技能の活用を図る学習活動を意識した授業

展開を行い，授業や家庭学習においても論理的に物事を思考したり，判断したりすることをねらい

とした問題に意図的に取り組ませていくことが必要である。

この研究は，中学校理科における基礎的・基本的な知識・技能の活用を図ることをねらいとした

問題（以下「活用問題」と表記）を作成し，提示することを通して，生徒への基礎・基本の定着を

支援しようとするものである。

Ⅱ 研究の方向性

授業や家庭学習などで，基礎的・基本的な知識・技能を活用することにさらに習熟を図るため，

中学校理科における「活用問題」を作成する。

Ⅲ 研究の内容と方法

１ 「活用問題」の作成に関する基本的な考え方（文献法）

２ 中学校理科における「活用問題」の作成に関する基本的な考え方（文献法）

３ 中学校理科における「活用問題」の作成（文献法）

４ 中学校理科における「活用問題」の作成に関するまとめ

Ⅳ 研究結果の分析と考察

１ 「活用問題」の作成に関する基本的な考え方

(1) 本県における基礎・基本の定着について

本県の義務教育の学力向上の目標は 「全ての児童生徒一人一人に基礎・基本の定着を実現，

していく」ことである。

基礎・基本の定着とは，単に読み・書き・計算といった学習基盤や各教科における基礎的・

基本的な知識や技能の習得に留まるものではなく，論理的に物事を思考したり，適切に判断し

たり，表現したりするなど習得した知識や技能を活用させることを通して，基礎・基本を身に

付けさせることである。

平成20年度には岩手県教育委員会が「 活用』に関する指導資料」を作成し，平成21年度に『

「 」は岩手県立総合教育センターで 知識・技能の活用を図る学習活動に関する指導展開例の作成

と題して研究成果をまとめ，本県の教育課題である「活用」に関する指導の方向性を示した。

その中で 「活用」を意識した授業とは，知識・技能を活用することが目的ではなく，基礎，

的・基本的な知識・技能を確実に習得させるとともに，それらを活用する学習活動を手立てと

して，思考力，判断力，表現力等を育成することを目的とした授業であり，基礎・基本の定着

を実現するためには，知識・技能の活用を図る学習活動を意図的に位置付けた単元構想に基づ

いた授業実践が求められていることが示された。

(2) 「活用問題」とは

「活用問題」とは，学習指導要領を基に，知識・技能を活用して，思考力，判断力，表現力
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等をはぐくむことを目的とした問題である。

そのために 「活用問題」は，必要な情報を取り出したり，根拠をもって考えたり，自分の考，

えを説明するなどの言語活動に取り組めるよう構成している。

(3) 「活用問題」を作成する意義

「活用問題」は 「 活用』に関する指導資料 （岩手県教育委員会，2008）や「知識・技能の，『 」

活用を図る学習活動に関する指導展開例 （岩手県立総合教育センター，2009）で示された「活」

用」を意識した授業を展開しながら，知識・技能の活用への習熟を図るために利用することを想

定している。

生徒は，授業や家庭学習などで「活用問題」に繰り返し取り組み，様々な形式の問題を解くこ

とを通して，知識・技能を活用することに習熟していく。さらに，問題の「正答例と解説」を通

， ， 。して 知識・技能を活用する手立てを確認したり 活用したりすることで確かな習得がなされる

また，教師は，生徒の解答状況から，それまでの授業について「習得・活用・探究」の学習活

動のバランスはどうであったか，言語活動をどのように授業に位置付けてきたかといった視点で

授業実践を振り返ることによって，授業改善につなげることができる。

これらのことから 「活用問題」への取組を通して，生徒への基礎・基本の定着を支援するこ，

とができるものであり 「活用問題」を作成することは意義があると考える。，

２ 中学校理科における「活用問題」の作成に関する基本的な考え方

(1) 中学校理科における「活用」のとらえ

「 活用』に関する指導資料 （岩手県教育委員会，2008）では，以下のような学習活動を理『 」

科における「活用」に関する学習活動としてとらえている。本論においても，これらの「活用」

のとらえに基づき「活用問題」を作成する。

(2) 中学校理科における「活用問題」とは

中学校理科の「活用問題」とは，Ⅳ２(1)における「活用」のとらえに基づき，教科の目標の

， 。 ，うち 科学的に探究する能力の基礎と態度の育成を図ることをねらいとした問題である そこで

実社会・実生活の場面を設定し，そこに現れる自然の事物・現象の中に問題を見いだし観察・実

験を計画したり，観察・実験の結果を分析して解釈したり，科学的な概念を使用して考えたり説

明したりすることを求める問題を作成した。

(3) 中学校理科における「活用問題」を作成する意義

作成した「活用問題」を生徒に取り組ませることによって，生徒への基礎・基本の定着を支援

するほか，科学的に探究する能力の基礎と態度の育成を図ることができる。

生徒は「活用問題」への取組を通して，予想や仮説，観察・実験の計画など論理的に表現した

り，観察・実験によって得られた結果から考察を深めたりすることで，知識・技能を活用するこ

とに習熟していく。これらのことにより，生徒への基礎・基本の定着を支援することや，科学的

に探究する能力の基礎と態度の育成を図ることができる。

教師は，生徒が「活用問題」に取り組む様子や解答の状況を把握することにより，習得した知

， 。識・技能を活用することができるかを確認したり 授業での指導に役立てたりすることができる

・科学的な言葉や概念を使用して考えたり説明したりする学習活動

・結果を整理し考察する学習活動

・実社会・実生活と関連付ける学習活動
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そしてこれまでの授業を振り返り，知識・技能の伝達に留まる授業ではなかったか 「活用」を，

意識した授業が行われていたか，などの視点をもって授業改善に結びつけることができる。

３ 中学校理科における「活用問題」の作成

(1) 中学校理科における「活用問題」の構成と作成上の留意点

ア 「活用問題」の構成

「活用問題」の作成に関する基本的な考え方を基にして，中学校理科「活用問題」を作成し

。 「 」 ，た 作成した 活用問題 は中学校第１学年から第３学年までの各単元からの出題を基本とし

単元の学習と関連させて取り組むことができる。中学校理科における「活用問題」では 「活，

用」のとらえに基づき 「科学的な言葉や概念を使用して考えたり説明したりする学習活動 ，， 」

「結果を整理し考察する学習活動 「実社会・実生活と関連付ける学習活動」のいずれかを」，

設問に取り入れる 【資料１】は第１学年理科「活用問題」の例である。。

問題は，既習事項と関連のある内容の観察・実験や，実社会・実生活にかかわる自然の事物

・現象を題材にしている。問題を解くために，生徒は以下のような言語活動を取り入れた思考

を行う。まず，観察・実験や実社会・実生活を想定した場面についてのテキスト（文章，図，

表，グラフなど）を読み取り，解答に必要な情報を取り出す。次に，取り出した情報を分析し

て解釈する。そして，導き出した自らの考えを科学的な概念を使用して表現する。この一連の

活動を 「活用問題」では取り上げている。，

イ 作成上の留意点

問題の作成に当たって，以下の点について留意した。

・実社会・実生活とかかわりのある場面を設定し，生徒が理科を学ぶ意義や有用性を実感でき

ることを意図した設問を取り入れた。

・既習事項と関連のある内容の観察・実験を取り上げ，生徒が習得した知識・技能を活用しな

がら観察・実験を計画できるようにした。

・ 活用問題」を解いていく過程で，生徒が思考を深める場を意図的に設定した。「

ウ 正答例と解説について

問題の作成に関する基本的な考え方を基にして，正答例と解説を作成した 「活用問題」は。

， ， 。授業だけではなく 家庭学習などでも取り組むことを想定しているため 生徒向けに構成した

正答例は生徒が自己採点できるように作成し，記述式問題の場合は複数の正答例を示した。解

説には正答を導くための考え方や，既習事項とのかかわり，重要なキーワードについて記述し

た 【資料２】は第１学年理科「活用問題」の正答例と解説の例である。。



- 4 -

【資料１】第１学年理科活用問題の例

単元名

単元名を示して学習指導要領の内

容との関連を明らかにし，各単元の

学習と関連させて取り組むことがで

きるようにした。

テキストの読み取り

身近な観察・実験や実社会・実生

活とかかわりのある場面を設定し，

文章，図，表，グラフなどによって

情報を与える。生徒はここから情報

を読み取り，必要な情報を選択して

取り出す。

分析して解釈する

取り出した情報から，自然の事物

・現象の中に問題を見いだし，観察

・実験を計画したり，観察・実験の

結果を分析して解釈したり，科学的

な概念を使用して考えたりさせる設

問で構成している。

表現する

生徒が分析して解釈した結果を，

科学的な概念を使用して説明し，表

現することを求めている。
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(2) 中学校理科における「活用問題」の利用に当たって

「活用問題」は，生徒が習得した知識・技能を活用して，科学的に探究する能力の基礎と態度

の育成を図ることをねらいとしたものである。授業や家庭学習など，生徒の実態に応じて以下の

ような場面での利用可能である。以下に「活用問題」の利用場面の例を示す。

ア 単元の最後に

単元毎に問題を構成しているので，単元の終了時に習得した知識・技能を活用し，読み取り

や説明等を行う練習問題として役立てることができる。

イ 授業の終末部で

問題と関連のある授業の終末部で，類似の題材を扱った問題を実施することにより 「活用」，

の学習活動への習熟を図ることができる。

ウ 家庭学習や週末課題，長期休業中の課題として

正答例と解説は生徒向けに作成してあり，自分で正答への道筋をたどることができるので，

生徒は様々な課題として自宅でも取り組むことができる。また，教師の事後指導によって「活

用」の学習活動の習熟の度合いをさらに高めることができる。

エ 学期末や前学年等の復習として

単元や授業の終末部だけではなく，学期末や学年末にまとめとして利用することもできる。

【資料２】第１学年理科活用問題の正答例と解説の例

正答例

生徒が自己採点できるように，

正答例を作成した。記述式問題の

場合は，複数の正答例を示した。

解説

正答を導くための考え方や，既

習事項とのかかわり，重要なキーワ

ードについて示した。
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また，前学年等の復習として繰り返し「活用問題」に取り組むことによって 「活用」の学，

習活動の習熟を図ることができる。

オ 指導の振り返りの参考として

教師は，生徒が「活用問題」をどのように解答しているかの状況を見て，指導を振り返り

ながら，今後の授業改善への参考とすることができる。

４ 中学校理科における「活用問題」の作成に関するまとめ

中学校理科における「活用問題」の作成について，以下のようにまとめる。

・ 活用」のとらえに基づいて，自然の事物・現象などについて既習事項を用い，分析して解釈「

し表現する活動を紙面上で展開することができる「活用問題」を作成することができた。

・生徒に「活用問題」を取り組ませることにより，科学的に探究する能力の基礎と態度の育成を

図り，基礎・基本の定着を支援することができる。

・教師が「活用」を意識した授業を行う視点で，今までの授業実践を振り返り，授業改善への参

考として役立てることができる「活用問題」を作成することができた。

Ⅴ 研究のまとめ

本研究の目的は，生徒への基礎・基本の定着を支援するために、言語活動を拠り所とし、情報を

要約したり、考えを説明したり、論述したりすることを中心に構成した基礎的・基本的な知識・技

能の活用を図ることをねらいとした問題を作成し，提示することであった。

その結果，中学校理科における活用のとらえに沿って「活用問題」を作成することができた。

以下に 「活用問題」の利用によって得られる効果について述べ，研究のまとめとする。，

○生徒が，授業や家庭学習などで「活用問題」に取り組むことにより，知識・技能を活用すること

に習熟し，思考力，判断力，表現力等が育成されること。

○教師が，生徒の「活用問題」への取組状況から，基礎的・基本的な知識・技能の習得状況や思考

力，判断力，表現力等の育成状況を把握し，授業及び家庭学習等の改善及び支援を行うことがで

きること。

〈おわりに〉

この研究を進めるに当たり，ご協力いただきました先生方，生徒の皆さんに心からお礼を申し上げ

ます。
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